
資料５
平成 27 年８月 

「（仮称）神戸ソーシャルビジネス創業塾」の創設について （案） 

１．開催方針 

（１）平成 27 年度のソーシャルビジネス推進助成（準備・創業期）の公募結果を

踏まえて、質（申請内容）、量（申請件数）共に翌年度の公募に反映される

ようなセミナーを開催する。 

（２）日本政策金融公庫、NPO法人しゃらく、神戸市の 3者による共催 

（３）参加者同士のディスカッションや成果物の提出を通じて、創業意識を高めて 

もらい、仲間をつくる。 

２．開催内容 

（１）開催時期 

平成 28年２月下旬～３月中旬（隔週土曜・13時－16時、合計３回） 

（２）場所 

  神戸市勤労会館（予定） 

（３）プログラム ※全体のコーディネート（NPO法人しゃらく 理事 小嶋新氏） 

第１回：ソーシャルビジネスとは 

○ソーシャルビジネスとは

（シチズンシップ共育企画 代表 川中大輔氏） 

※ワークショップを中心に参加者同士をつなげる。 

宿題：自分が取り組むべき社会的課題を調べる。 

第２回：ビジネスプランの作成 

○ビジネスプランの作り方と金融機関の利用方法

（日本政策金融公庫 神戸創業支援センター 所長 青木伸也氏） 

○ソーシャルビジネスモデルの考え方

（NPO法人しゃらく 理事 小嶋新氏） 

宿題：社会的課題を持続的に解決できるビジネスプランを考える。 



 

第３回：助成金の獲得 

 

○助成金の取り方講座 

（NPO法人しゃらく 理事 小嶋新氏） 

 

○神戸市ソーシャルビジネス推進助成（準備・創業期）説明会 

（神戸市市民協働推進課 NPO支援担当係長 島村恭平） 

 

○事例紹介 

（平成 26年度採択団体） 

 

参加者発表：これからの決意表明やビジネスプランの発表 

 

      ◆終了後、簡単な懇親会（立食で１時間ほど） 

 

 （４）定員 

 

    ２０名（参加者はすべてのプログラムを受講することを前提とする。） 

 

 

３．主な周知方法 

 

 （１）記者資料提供 

 （２）協働と参画のプラットホーム通信（２月 15日号） 

 （３）各団体のホームページ（日本政策金融公庫、NPO法人しゃらく、神戸市） 

 （４）各団体でチラシ配布（日本政策金融公庫、NPO法人しゃらく、神戸市 等） 

 

 

４．予算（神戸市）  

 

１８０千円 


